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イスラエルによるパレスチナ自治区ガザ攻撃中止と即
時停戦への外交努力を日本政府に求めることに関する
請願 
 
イスラム組織ハマスは 10月７日、イスラエルを奇襲

攻撃し 1,400 人以上を殺害し、200 人以上を拉致した。
その結果、イスラエルによる報復攻撃によってガザ地
区の住民は、２か月余りで１万５千人超の犠牲者をだ
している。その４割が子どもと言われている。 
「子どもたちを殺すな」「ただちに停戦を」という国

際世論の高まりや国連安全保障理事会が採択した戦闘
の「休止」を求める決議によって、戦闘休止期間が７日
間あったものの、今月１日以降もイスラエルによる空
爆が激しさを増している。民間人の命が奪われ、傷つ
き、180 万人が住む家を失っている。北部も南部も攻撃
にさらされ「天井のない監獄」から逃れることが出来な
い。 
イスラエルの高官の一人はガザ地区への「原爆投下

が一つの選択肢」と発言している。 唯一の戦争被爆国
である日本政府は、イスラエルに国際法違反の蛮行を
やめるよう求め、ガザ攻撃中止と即時停戦への外交努
力に尽くすべきである。 
よって、下記事項を請願する。 

 
記 

 
１ イスラエルによるパレスチナ自治区ガザ攻撃中止
と即時撤退への外交努力を日本政府に求めること。 
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